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第 32回土 質工 学 シ ン ポジ ウム 概要

一 支持杭に頼らない 基礎工 法一

第32回土質工 学シ ンポ ジウム を終わ っ て

　　　　　　　　　　　　　　　　 調査部長　伊東孝之

　第32回土質工 学 シ ン ポ ジ ウム は
“
支持杭 に頼 らない 基礎

工 法
”

をテ
ー

マ と し て
， 昭和62年11月19

，
20日の 2 日間に

わ た り，東京 の 日大理 工学部 9号館で行わ れ た 。

　発表論文数は 18編で参加者は 246名で あ っ た 。 2 日間と

も盛況 で ， 終始活発な討論 が 行われた 。

　シ ン ポジ ウム の テ
ー

マ 選定の 基本 は ， 土質工 学 に関 して ，

そ の 時代の 社会動向 に対応 し て ，話題性 に 富 む もの や新技

術，新 工 法 に関 した もの 等 で あ る。今回 の テーマ は ， 内需

拡大 の 経済情勢の 変化 に則 り，軟弱地盤等 の 不良地盤上 に

搆造物 の 建設が多くな っ た 昨今 の 社会情勢に呼応 した タ イ

ム リ
ーな もの で あ っ た と い え る 。

　さて ， 従来，構造物 の 基礎は 強固 な地盤に 杭で 支 え る，

い わ ゆ る 支持杭 が 主流 で あ っ た。

　しか し，深 い 谷部 の 軟弱地盤上 の 基礎で ， 支持杭とせず，

浮基礎 と した た め，か え っ て，前後 の 相対 沈下 が少 な く，

建設後の 使用で は ほ とん ど保守の 手がか か らず ， 立 派 に そ

の 役割を果 た して い る例をよ く聞 く。

　我 が 国 は ，概 して 軟弱地 盤 地帯が 多 く，深 い 谷部の 厚 い

沖積粘性土層や埋立地盤上 に構造物を構築す る場合があ る。

こ の 様な場合，著 しい 沈下を嫌 うあま り，過大 な経費を か

け て長尺 の 支持杭 に す る こ とが多々 あ る 。 しか し， 地盤沈

下地帯で は ， ネ ガテ ィ ブ フ リク シ ョ ン に よ る杭の 座屈や基

礎 の 抜 け上が り， 配管類 の 障害な ど支持杭に よ る 弊害も生

じて い る。

　厚い 軟弱地盤上 に構造物を建設す る場合，長 い 支持杭 で

い くの か，浮基礎，摩擦杭，不完全支持杭，筒基礎 な ど の

支持杭に頼ら な い 基礎で い くか は ， 地盤条件， 構造物 の 目

的， 構造特性 ， 環境条件な どを総合的に検討して ， 決め る

こ とに な る で あ ろ う。

　今回 の シ ン ポ ジ ウム の テ
ー

マ で あ る支持杭 に頼 らな い 基

礎 に つ い て は，基礎 の 長期的 な支持力 の 把握，沈下 特性，

基礎工 ， 上部工 の 応力や解析 ， 設計方法 ， 施工 法 な どが主

要課題 と考え られ る 。

　こ こ で セ ッ シ ョ ン の 座長を紹介す る と次の とお りで あ る
。

（敬称略）

　　セ ッ シ ョ ン 1　藤 田　圭
一 （東京理科大学）

98

セ ッ シ ョ ン 1

〃

〃

〃

〃

皿

WV

　 い ずれも基礎 に関する権威者で あ り，

巧 み な誘導で フ ロ ァ
ーか らの 活発な意見 を導き， 各 セ ッ シ

ョ ン の 討論が盛会 で あ っ た こ とは ， こ れ らセ ッ シ ョ ン の 司

会を担当 して い た だ い た座長 の 先生方 の リ
ードに負 うと こ

ろ が多い 。 衷心 よ りお 礼 を申 し上げた い 。 さ らに ， 貴重 な

体験 と有益 なデ
ー

タ
ー

を提出 して い た だい た論文発衷者各

位お よび活発な討論 に加わ っ て い た だ い た参加者の 方々 に

もお 礼 を 申 し上げた い 。ま た，こ こ 数年来土質工 学 シ ン ポ

ジウム に対して ， 快 く会場 を提供して 下 さっ て い る 日本大

学理 工学部な らび に関係者 の 方々 に は，こ の 誌上 を借 りて

深甚 の 謝意を表す る次第で あ る 。

　最後 に ， 63年度 の 第33回 シ ン ポ ジ ウム テ
ー

マ は ，　 「 ウォ

ー
タ
ー

フ ロ ン トに 関す る 土質工 学的諸問題」 を予 定 して お

り， 会員諸兄 に は ど し どし応募お よ び参加 され る こ と を お

願 い する次第で あ る 。

　 さ ら に ， こ の 機会に土質工 学 シ ン ポ ジ ウ ム の 企画 ， 運 営

等に っ い て積極的な ご意見 をお寄せ 下さる よ うお願 い す る

次第で ある。

セ ッ シ ョ ン 1

LI．1肩　邦男 （関西大学）

横 山　幸満 （宇都宮大学）

阪 口　　理 （近畿大学）

伴野松次郎 （竹中工 務店）

三 浦　哲彦 （佐賀大学）

　　　　　　　　　ス ム ーズな進行 と

　　　　　　　　　　　　　　　　　 座長 ：藤田圭一

こ の セ ッ シ ョ ン で は 次 の 3編 の 発表 が あっ た。

1−1 ； 東北横断 自動車道 ・山形地 区橋梁基礎 工 （摩擦杭） の 設計

　　 ・施工 につ い て （島田厳乃 ・佐久 聞智）

1−2 ；大 口径揚所打ち 杭の 周面摩 擦抵抗の 推定 （柴田　徹 ・八嶋

　　 厚 ・江見 晋 ・堀越研
一

）

レ 3 ：筒基礎 の 耐力 に 関す る 研究 （古藤 田喜 久雄 ・青木雄二 郎 ・

　 　 沼上 　清 ・矢 島淳二 ）

　そ れ ぞ れ の 論文 の 要 旨 と討議 の 内容 を 簡単 に 紹介す る。

　 1 −1 ：1＞値約10の 粘性土地盤 に 杭先が あ る鋼管杭と揚所

打 ち コ ン ク リ
ート杭 （摩擦杭） の 短期 ・長期載荷試験に よ

る 実測軸力分布 か ら， 周面摩擦力 ・先端支持力 を求 め ， 設

計法 と比較検討 した 。 長期実測沈下量 か ら， 実用上問題 な

い と結論 して い る。

土 と基 礎卩36− 5 （訪 4）
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　柴 田 （京都大学）： 杭頭沈卞量が時間の対数に対しで比例

す る ク リ
ープ的 な性質 が 正確に わ か れ ば， 摩擦杭 の 将来 の

沈下予測に 根拠 を与え る と思 うが，長期 の S−log　t の 沈下

勾配が短 期 の 試 験 か ら推定 で きる か どうか ？

　佐久 間 ； サ イ ク ル 荷重制御で 短 期載荷 を行 っ て い る の で ，

性格は
一

寸違 うと思 う。 データーは あ る 。

　胄木（鉄建公団）： 沈下量 の 経時変化で ， 3 回 ほ ど急激に

沈下 して い る よ うで あ る が
， そ の 原因は ？

　佐久間 ： 載荷ブ ロ ッ ク打設後 の 微調整 と地震以外 は今わ

か りか ね る 。

　膏木 ：  7 日以降 に表層付近 で 鋼管杭 の 周面摩擦力が急

激 に 増加 し た 原因 ？　  コ ン ク リ
ー

ト杭 の 工 法？　  ク リ

ープ の補 正 方 法 ？　   鋼管杭 の 先端補強方法 ？

　佐久間 ：  調査 の 上回答す る ，   ベ ノ ト杭，   補強パ ン

ドな し，  短期試験後9 か 月経過 し， ク リ
ープ は ない 。

　山下 （竹中工務店）：摩擦杭 で ある の に ， 杭径別許容支持

力 の 表 で は ， 支持杭 の よ うに，杭径 の 2 乗 に比例 して い る

理 由？

　佐久間 ： 支持杭 との 整合性 を考え て 決 め た。

　 1 −2 ：大阪付近 6 地区 の 大m 径場所打 ち杭載荷試験結果

で は ， 摩擦力は変位 10〜30mm で 最大 に な り， 極限周 面

摩擦力は コ ー
ン 貫入 試験 に よ り予測 で き る 。 ジ ョ イ ン ト要

素を考慮 した FEM 解析 で は，微小 ひ ずみ レ ベ ル の 地盤 の

初期剛性評価 が 問題 に な る と指摘 して い る
。

　 村上（旭化成建材）：FEM 解析に お け る地盤定数， 杭先

地盤 の ば ね 定数は ？

　 堀越 ：砂礫層の 杭先地盤 の 弾性係数は，N 値 の 280 倍 を

採 用。メ ッ シ ェ の 関係で 先端部の モ デル 化 は不十分。

　 伊勢本（戸田建設）：  砂 の 場合fp÷fs， 粘土で は fp＞fs
とな っ た 理由？　   fsに関 し て コ ー

ン 周面 の 粗さ ， 載荷

速度 の 影響があ る の で は ？　   fpを測 っ た 杭内周面 の 粗

さは？

　 堀越 ：   コ ・一一ン 貫入時に過 剰間隙水圧 が発生，有効応力

が 減少 し， 粘土 の ゐ が 小 さい 。   場所打 ち 杭表面 は コ
ー

ン に 比 べ て粗い 。貫入速度 は 未検討 。 しか し 直接的にfs
を計測 して お り，相関性 あ り と思 う。  周面はか な りつ る

つ る で ある 。

　 山肩（関西大学）；   ベ ノ ト杭の 杭径？　  載荷試験 は非

排水状態 で 行わ れ て い る の に σ・

’

との 関連を考えた理 由？

  摩擦 と変位 の 関係 か ら求 めた ば ね定数を解析に用い な い

理 由？

　 堀 越 ：   杭径 は 1．2〜2m ，   砺
’

が杭の 側圧 に影響を及

ぼ す とバ ーラ ン ドは 言 っ て い る。  変位 と摩擦 の 関係 か ら

剛性 を求め る 方法が見付 か らなか っ た。

　 土 屋（室蘭工 大）： メ ッ シ ュ 分割 と関連 づ け な が らジ ョ イ

ン ト要素 の 定数を決 め な い の か ？

　 堀越 ：相対変位 とせ ん断応力 で 剛性が決 ま る。相対変位

1m 皿 で せ ん 断応力が最大に な る と仮定 した e 相対変位 の

May ，　1988

学会活動 か ら

大きさは解析結果 に ほ と ん ど影響 しな い が，地 盤 の 剛性 は

大き く効 く。

　 1−3 ： 筒基礎 の 模型 （内径 315〜 450　mm ，根入 れ 長 さ

150〜450m 皿 ） の 鉛直載荷 ・光弾性実験 ，
　 FEM 解析を行

い ，各部の 応力 ， 沈下量を求 め た 。 模型を乾燥砂上 に おきv

振動台 で 150〜470gal の 加振 を 行 い ， 沈下量 と くに 不同

沈下 の 抑制に効果が認 め られた。

　青木 ：振動試験で の 地表面と基礎 の 沈下量 の 差は ，
Dr

＝10％ で 20mm
，
　 D ・　 ・90％で 30皿 m 。 加速度 が大きい 範

囲で 逆 の 現象 に なる理 由？　密な地盤 で も流動化 ？

　沼 上 ： 乾燥砂 が流動化す る と ， 密度が高 くて も低 くて も

同 じ結果に な る。乾燥砂 で の 振動実験結果 は砂地盤 の 液状

化 と等 しい の で な く， 振動で 支持力 が 失われ た状態を再現

し て お り， 実際地 盤 に即反 映 し て い る の で ない。

　前田（道路公団）：筒の 大き さ， 長 さ，根入れな どが 支持

力の 要素に な る と思 う。 筒の 摩擦， 曲げ剛性， 摩擦力 な ど

検討す る予定は ？

　沼上 ： 円筒枠は角型 よ り支持力 が増加し効果的で ある 。

角型 で も曲げ剛性を補強 し ， 枠内 の 砂 の 側方流動を抑 え る

と有効で あ る。枠の ひ ずみ ， 地盤応力の 計測 に よ り，周面

摩擦力な どの 評価 ・検討を行 う予定。

　加 倉井（竹中工務店）： 大型構造物 に適用する 場合， 支持

力 は あ る が沈下 が大きい こ とあ り。 ど の 位の ス ケ
ー

ル を考

えて い る の か ？

　沼上 ： パ ン ダリに よれ ば，5万 幻 級石油 タ ン ク基礎 に 同

様な設計コ ン セ プ トがある 。 未検討だ が，筒中 の 砂 の 側方

流動ある い は 変形 を拘束で き る範囲で，筒基礎 の 効果 が発

揮 で きよ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責 ：藤田圭
一

）

セ ッ ショ ン 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　 座長 ： 山肩邦男

こ の セ ッ シ ョ ン で は ， 次の 3 編 の 発表 が あ っ た 。

ロ
ー1 ；摩擦杭の 支持力特 性 と信頼性 （宇都

一
馬・岡原美知夫

・池

　　 田憲二 ・前 田良刀 ・松井謙二 ）

ll−−2 ；es擦杭 （単杭 ）の 沈下予測 （横山幸満 ・堀越豊司 ・
目下部

　　 治 ・ 前 田良刀）

H −3 ： 長尺 摩擦杭を使用 し た建物 の 沈 下観 測 と解析 （掛川誠
一

）

　い ずれ も摩擦杭 に 関す る もの で あ っ て ， こ れ らの 概要は

以下 の ご と くで あ る。

　］−1は， 日本道路公団が行 っ た 16例 （7 地 点）の 摩擦杭

（打込み 鋼管杭お よび場所打ち杭）の 鉛直載荷試験結果（長

期試験を含む）に 基づ い て ， 摩擦杭の 支持力特性 に つ い て

考察す る と共に， 鉛直支持力 に 関す る信頼性の 評価を行 っ

た も の で あ る。結論 とし て ， 半年以上 に わ た る長期試験 の

結果 か ら は ， 軟弱粘性土地盤中の 摩擦杭で あ っ て も，先端

が 過圧密地盤 に根入れ された長尺杭で あれば， 設計荷重 レ

ペ ル で は沈下の 増分は ほ とん ど問題ない こ と ， ま た信頼性
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学会活動か ら

評価 の 結果 か らは，現行 の 摩擦杭 の 安全率 4 （rL木関係）

を 3 に 変 更 して も ， 支持杭 と同等 の 安全性 は確保 され る こ

と な ど が，得られ た と して い る
。

　 H −2で は，摩擦杭に 関す る模型 杭 お よび 実大杭 （日本道

路公 団） の 載荷試験結果 を解析 し ， 降伏荷重 に至 る ま で の

摩擦力 nc　fm と鉛直変位 y』の 問 に は ， 乃 ＝島V♂ （んs ：せ

ん 断 に 関す る 地盤定数，n ： べ き指数 で 概ね 0．5）の 関係 が

成立する こ と を示 し た
。

つ い で
，   杭 は弾性体か つ 断面積

一
定，  鳥 は 深 さに よ らず

一
定，  杭 は十分長 く，先端地

盤 の 影響は 無視で き る こ とな ど の 仮定 の 下 に，沈下 量 の 非

線形簡略計算法を提案 し ， 沈下予測 の た め の 計算図表を示

して い る 。

　ll　−3は，長尺摩擦杭を使用 し た壁式 RC 造 の 5 階建共同

住宅 に関す る約 5 年間の 沈 下観測結果を紹介し，こ れ らの

沈 下 量 を建物 へ の 強制変形 と して 与えた場合の 応力解析 を

行 っ た 。
つ い で ，

モ デ ル 地 盤 を仮 定 して ，9 タ イ プ の 建物

構造を想定 し，地盤 ばねの 強 さ，構造形式 ， 建物剛性 な ど

が，沈下 に 及ぼす 影響に つ い て 論 じ て い る。

　以上 の 発表が行わ れ た 後， 討論 に 移 っ た。以下 に は，討

論の 概要 を ほ ぼ 発 言順に紹介して お く。

　土 屋 （室 蘭大学）： n −3に お い て ，
モ デ ル 地 盤 の ば ね 定数

を仮定す る の に ， 各基礎接点 の 沈下量 を接点荷重 で割 っ て

求 めた の か ，建物剛性を考慮 し た 接点反力 で 割 っ て 求 め た

の か 。本来 ， 後者で あ る べ きだ と思 うが
。

　掛川 ： 前者で 求 め た。厳密に考 えて の 仮定 で は な い
。

　村井（竹中工務店）：建物は 平面解析 か，立体解析か。そ

れ か ら， 杭の 剛性 は 考慮 して い る の か 。

　掛川 ： 建物 は 平面解析で や っ て い る p ばね定数 は ， 実測

の 接点沈下量 を荷重 で 割 っ て 求 め て い る の で，杭 の 剛性 は

そ の 中 に含ま れ て い る と考 える。

　青木（鉄建公団）：沈下量 の 測定 に あた っ て の 基準点 は ど

こ か。また どん な測定法 に よ っ た か 。

　掛川 ： 基準点 は ， 近 くの 支持杭建物 に おい た 。 測定法は ，

レ ベ ル に よ っ た Q

　青木 ： 測定値 に 乱 れ がみ られ る が，測定誤差 が出て い る

の で は ない か。

　森 田 （基礎 地 盤 コ ン サ ル タ ン ト）： ll　−2に お い て ， 摩擦杭

の 降伏荷重 とは ど うい う意義をも っ て い る の か 。

　横 山 ： 明確に定義し に くい と思 う。非線形弾性計算 を適

用す る 上 で ， 降伏荷重 と考 え られ る 点 ま で しか 適用 で きな

い とい う前提 で ， 採用 し たもの で あ る。杭 の 許容支持力 は ，

極限支持力 か ら の 評価 と許容沈下量 の 2 面か ら定 め る べ き

だ と考え て お り， 降伏荷重 の 力学的な意義にっ い て は， あ

ま り考え た こ と がな い 。

　座長 ： 降伏荷重 とい う概念 は，村山 ・柴田先生 の 粘土 の

レ オ ロ ジ
ーに関す る考え方 か ら出た もの で あっ て，ク リー

プ限界 に 当た る とい わ れて い る。極限荷重 まで杭 に 載荷で

き な い 場合 が 多 い わ け で，極限荷重以 下 で の 情報 と して の
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意義 が あ る と，私 は考え て い る 。

　森 田 ：摩擦杭 の 場合 ， 各層 を貫 い て い る の で ， 摩擦 応力

が次々 と局部破壊を生 じ， そ れ が 荷重 と沈下 の 両対数表示

で の 折曲り点 と して 出て くる。私 は，た だ そ れ だ け の こ と

で あ っ て ， 降伏荷重 に は 疑問をもっ て い る。

　松井（大阪大学）：摩擦杭 で は，周面摩擦力 が塑性化す る

前段 で ，また 支持杭 で は，先端抵抗 が次第 に 発揮 され て く

る た め
， 摩擦力が塑性化す る後段 で ， それ ぞ れ降伏荷重 が

出て くる と思 うが， ど うか 。

　座長 ： か な り以前 に ，支持杭 の 降伏荷重 の 力学的意義 に

つ い て 発表 した こ とが ある。そ れ に よ る と，降伏荷重 の 発

生原因は 3 つ あ る と考えた。  杭体の 応力 とひず み の 関係，

  摩擦応力 と鉛直変位 の 関係，  先端荷重 と先端沈下 の 関

係 で あ っ て ， ど の 関係曲線も両対数表示 に お い て折曲 りを

生ず る。現実の 杭は ， 杭 の 材料や諸元，施工 法， 地 盤状況

な ど に よ っ て ， すべ て 条件 が異 な る わ け で ， 載荷試験時 に

降伏荷重 が 発生す る原因は，一
様 で な い と思 う。発生原 因

の 中 で 摩擦抵 抗が大 き く関与 して い る の で は な い か と考え

られ る が
， 速断で き な い

。 今後 ， それ ぞ れ の 載荷試験 で 発

生 原因 を 検討して 頂 き た い と思 う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ： 山肩邦男）

セ ッ シ ョ ン 皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長 ：横山幸満

　 こ の セ ッ シ ョ ン で は次 の 3 編 の 論文が発表され た 。

皿
一1 ：摩擦杭を併用 し た 直接基礎 の 挙動

一
中層建物に お け る実測

　　　 と解析 （加倉井止 昭・山下 清・大木紀通 ・梅垣裕行 ・入

　　　 江俊人 ・
石 井　修）

皿
一2 ：有明粘土地盤 に お け る摩擦杭の 支持力機構に 関す る 基礎実

　　　 験 （三 浦哲彦 ・持 田末 男 ・
中村六史）

III−3 ：長尺 摩擦杭 で 支 持 され た RC 壁式構 造物 の 沈下 過程角靭 「

　 　 　 （土屋 勉 ）

　それ ぞ れ の 論文 の 要旨と 討議 の 内容を簡単 に 紹介す る。

　 皿
一1 ： 洪積台地上 の 中層建物の直接基礎 に 摩擦杭 を併用

し て，沈下 低 減 を は か っ た も の で あ る 。 著者 らが先 に 発 表

し た 解析法 に よ る シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 結果 と実測値か ら ， 摩

擦杭併用 に よ る沈下低減効果が あ っ た と報告され た 。

　 倉 橋 （清水建設）： 土 木分 野 で は 杭 と直接基礎 の そ れ ぞ れ

の 支持力 を合わせ て 考える こ とは未 だ行われ て い ない が ，

建築分野 で は そ の よ うな設計思想 が一
般的 に な っ て い る か，

杭の み で 支持力が あ る の か
。

　加 倉井 ： 建築分野 で も未だ行わ れ て い な い
。 本件も基本

的に は 直接基礎 と して 設計して い る 。 沈 下 低減と基礎梁の

設計を楽 に した い とい う設計者 の 判断 に よ り， こ の よ うな

併用基礎 を採用 した 。 杭に は特 に安全率 を考慮して い な い 。

将来 は 地盤 と杭 の 両方 の 効果 を評価 し て ，設計を合理 化す

る方向 に あ る と思 う。

　山肩（関西 大学）：基礎 ス ラ ブ と群杭 の そ れ ぞ れを通 した

地 申応力 の 重 ね 合せ の 影響と変位 の 適合条件 は ど うな っ て

土 と基…礎，36− 5 （364）
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い る か。ば ね 定数 は 変 わ る は ずだ がそ れ も考慮 して い る か 。

　 加倉井 ： 地中応力 の 重 ね合 せ と そ れ に よ る ば ね 定数 の 変

化 は考慮 して あ り， 収束計算を行 っ て い る。変位 は 有限要

素 の 節点 で の 沈 下 が
一

致す る よ うに し て あ る。

　m −2 ： 有明粘 土 をモ ール ドと土槽内で 再圧密させ て
， 木

杭と コ ン ク リ
ート杭に よ る 貫入 ・引抜き試験を行 い ，杭の

周面摩擦抵抗 を求 め た 模型実験 の 報告で あ る。貫 入 を途中

で 中止 して 放置期間 1 日で も粘土 はか な り強度を回復す る

こ と，最大周面摩擦力度 τ m 。 x は Cu に ほ ぼ 等 し い こ と が結

論 と され た 。引抜 き試験 で の 周面 摩擦力度は 引抜 き量 の 増

大 に 伴 っ て 低減 す る傾向があ る との 実験結果が注 目 され る。

長期載荷に よ る ク リ
ープ試験は行 わ れ て い な い 。

　後 藤 （大 阪 セ メ ン ト）； 杭の 表面 で 滑 っ て い る か，粘土間

で 滑 っ て い る の か 。 計算上 の 杭径 は 。

　持 田 ：杭 は 十分吸水 させ た が，杭表面 に 付着 し た粘土 と

粘士 と の 滑 りの よ うで あ る。計算上 は 杭表面積 を と っ た。

　皿
一3 ：建物 に生 ず る相対沈 下 の 大部分 は施 工 期問中の 粘

性土 の 非排水せ ん 断変形 に起因す る もの で ， 圧 密変形 に よ

る もの で は な い こ と ， お よび 摩擦杭基礎 の 建物 の 相対沈下

量 は，絶対値 は 大幅 に小 さ くな る が ， 直接某礎 の 相対沈下

分布形状に 近似 し て い る と の 著者 の FEM 解析結果を基 に ，

重回帰分析に よ っ て摩擦杭基礎 を，これ と等価な直接基礎

に置換 す る 有効層厚 の 算定式 を導き，DK 法 と名付 け られ

た 簡便法を用 い て ， H −3と同
一の 建物の 沈下過程を解析 し

た もの で あ る 。

　山 下 （竹中工 務店）： 基盤 層 の 決 め 方 は ど の よ うに し た か。

　土屋 ： H −3の 土質試験結果 か ら，層問 の 差 が 明 らか だ と

判断 され る砂層 を基盤層 とし た。明確な差 が ない よ うな場

合 は む つ か し い 。

　兵 藤（不動建設）お よび 座 長 ：施 工 期間中の 相対沈下量 の

ほ とん ど が非排水せ ん 断変形 に よ る と し て い る が，圧密変

形が 大 きい 揚合 に もそ うい え る の か 。

　 土 屋 ： 粘土層 が 深 い 場合 は 絶対沈 下 も半分近 くが非排水

状態 で 起 こ っ て い る。圧 密沈 下 が大 き く て もそ れ は 絶対沈

下 で ある か ら， 剛性の 小 さい 施工期間中の 建物に 影響す る

相対沈下 は非排水 せ ん 断変形 に よ る もの と考 え る 。

　青木（鉄建公団）： U −2の 沈下量 と本文 とで か な り違 うが。

　掛川（住宅公団）： 基準杭 は 無載荷杭 と建物近 くの 支持杭

と 2 種類あ り，基準杭 の と り方 に よ り違 っ たもの と思 わ れ

る 。 長期計測に 伴 う精度の 問題 もあ る 。

　山 肩（関西大学）： 建築で は基礎荷重面を杭長 の 下 か ら

113 に す る とい う考え方が あ る が 実証 は な か っ た の で，有

効層厚 の 考え方 は 大変貴重 で ある。こ の 過程 で どの よ うな

検討をされ た の か 。

　土 屋 ： 杭長 の 113 の 考 え方 が適用 で き な い か と検討 した

が，ば らつ き が多か っ た の で ， 重 回帰分析で こ の よ うな式

を提案した。ただ 地盤 を一様 と仮定した の で 適用限界は あ

る。
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　青木 ：三 次元的扱 い と の こ とだ が，建物 の 奥行 き幅 も関

係 が あ る の で は な い か。

　土 屋 ： 幅 の 影響 も検討 したが，相対沈下 に は建物 の 長さ

の 方 が 支配的 で あ っ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ； 横山幸満）

セ ッ シ ョ ンIV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座 長 ： 阪 ロ　 理

こ の セ ッ シ ョ ン で は，下記の 三 っ の 論文が発表され た 。

IV−1 ：軟弱地 盤 に お ける コ マ 型 基 礎 支持力 の 特性 （安川郁夫 ・山

　　 田清臣 ・大西有 三 ・斉藤 　実 ）

W −2 ： コ マ 型基礎 の 変形 ・支持力 特性 に関 す る室内実験 とその 解

　　 析 （荒井克彦 ・掘田政国 ・大西 有三 ・安川 郁夫）

RL3 ：地盤改良 を併用 した 直接基礎工 法の 高層建 築へ の 適用 （片

　　 岡宏治 ・後藤年芳 ・村松 　弘 ・桐田周 三 ・高田宜伸）

　各論文 の 概要お よ び討議の 要 旨は次 の よ うで ある 。

　 IV−1お よ び 2 は コ マ 型基礎 に 関す る 現揚実験およ び 室内

実験 の 解析結果 に っ い て の 報告 で あ る。コ マ 型基礎は あ ま

り知られ て い ない 工 法で あ る が ， 井桁状の 鉄筋 の 上 に コ マ

型 の コ ン ク リ
ー

トブ ロ ッ ク を敷 き な らべ
， 隙悶 に砕 石 を充

嗔 し締め固 め ， さ らに コ マ 型 ブ ロ ッ ク の 上面 を井桁状 に 鉄

筋 で連絡す る と言 う工 法で ある 。 軟弱地盤 に建設す る 低層

建物の 基礎工 法 と し て
一

部 で 採用 され て い る よ うで あ る。

　IV−1で は 1m × 1m の 載荷板を用 い て基礎型式等 を種々

変え て 行 っ た載荷試験 の 結果 の 報告で あ る。

　 ・試験場所　千葉県 内 2 か 所

　 ・試験内容

　　平板載荷試験
一

最大栽荷荷重 2・4tf

　　偏 心 荷 重
一

最大載荷荷重 2・1tf〜2・4tf

　　長期圧密試験
一

最大載荷荷重 2，25tf〜2．5tf

　　　　　　　　　　期間　 2 年

　　基 礎 型 式一 無処 理 ， 砕石 ， 松杭

　　　　　　　　　　 コ マ （1層，2 層） な ど

　以上 の 実験 の 結果 か ら コ マ 型基礎 が，沈 下抑制効果な ど

基礎工 法 とし て 有効な働きが あ る と結論して い る。

　 IV−2で は1！10の 模型 の コ マ 型基礎 を用 い て，室内実験 に

よ り， 沈下抑制の メ カ ニ ズ ム や 支持力特性 を 明 らか に す る

と と もに ， 有限要素法に よ る解析も併せ て行 っ て い る 。

　 こ の 発表で は ，
コ マ 型基礎 に は 沈下 の 抑制効果 が あ る と

して ， そ の 理由 を載荷時 の 問隙水圧 の 測定結果 か ら次 の よ

うに 説明 して い る 。
コ マ 型基礎 周辺 に 発生す る 間隙水圧 が，

砕石基礎 に比 べ て 極端 に 小 さい 。こ れ は コ マ 型基礎部 と間

詰 め砕石 が
一

体 と な っ て い る の で，コ マ 型基礎 で は ダイ レ

イ タ ン シ
ーが生 じず ， 間隙水圧 も発生 せず，した が っ て 圧

密沈下 も ほ とん ど生 じな い 。こ の 考 え方 に つ い て，間 隙水

圧 の 発生 しな い 理 由を 明 らか に す る に は ， 等方応力 とせ ん

断応力の 二 つ を考え な けれ ば な ら な い の で ，簡単に は 結論

出来 な い の で は な い か （榎　愛媛大学） と言 う質問 が あ っ

IOI
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た。こ れ に対 し排水距離が短 い の で，間隙永庄が 発散した

可 能性 も あ る と言 う解答 （掘 旧） と，は っ き り と ダイ レ イ

タ ン シ
ーの 抑制が あ る と解釈 し て い る （荒川） と言 うニ ュ

ア ン ス の 異 な る 二 っ の 解答があ っ た。

　横 山 （宇都宮大学）：砕 石 基礎 と コ マ 型基礎 の 差 は前者 が

地表面 よ り上 10cm の 位置 に あ る の に 対 し ， 後者は 30　cm

程度根入れ して い る の で，こ の 根入れ 効果 に よ る の で は な

い か 。

　掘田 ： こ の 点にっ い て は，  の 方で現場実験 で そ の 差が

あ ま り大き くな い と言 う結果を得 て い る。

　三 浦（佐賀大学）： コ マ 型基礎 は ， 盤の 効果 ， 根入 れ の 効

果，拘束 の 効果 が あ る と思 うの で すが， そ の 割合を どの よ

うに お 考 え で すか 。

　安川 ；三 つ の 効果が あ る と考えて い ます。無処理 の 場合

な どで は偏心 が生 じやす く，局部破壊 が お こ り側方流動が

大 き く な っ て ， 結局 沈 下 量 が大き くな る の だ と解釈 し て い

る 。

　W −3は高層建物 （軒高 42m ， 地下 8．6m ）に セ メ ン ト固

結材 に よ る 地盤改良工 法 を採用 した 実例 の 報告で あ る。基

礎底面下 に あ る厚さ約3，5m の 軟弱粘性土層 を改良して，

直接基礎 で 建設 し，有害な沈下 が 生 じ て い な い と言 う報告

で あ る。

　 そ の 発表 に 関 し て は

　（a） 選定の 経過 ， すなわ ち他の 工 法 と比 較 した結果 どの

　　よ うな利点があ っ て こ の 工 法 が選定 さ れ た か 。 伴野

　　（竹 中工 務店）

　（b＞ 土 とコ ン ク リ
ートの 混合物で あ る の で

， そ の 混合比

　　率 に よ っ て 土 の 特性 を持つ 場合と コ ン ク リート的な性

　　質を持 つ 場合 が ある が ， こ の 現場 で は ど ち ら と考えて

　　 い る か。荒井 （福井大学）

　（C） 支持力に対す る考 え方等 に つ い て

　以 上 の よ うな質問 が あ っ た が，（b）に 関 し，コ ン ク リート

に 近 い と考 え て い る と言 う回答が あ っ た以外 ， 設計に関連

し た 問題 に っ い て は 回答が得られなか っ たQ 設計者が会場

に 来て い な か っ た こ とが理 由で あ る が，座長が発表 の 形 と

して は全 くお か し い と言 う指摘を行っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：阪 口　理）

セ ッ シ ョ ン V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座 長 ：伴 野松次郎

　こ の セ ッ シ ョ ン で は ， 軟弱地盤上 の 建築構造物 の 直接基

礎の 設計事例 につ い て ，次 の 3 編 の 発表 が あ っ た 。

V −1 ：浮 き基礎一4 件の 事例一 （笹 尾 　光 ・木下文 男 ・持 田　悟

　　　 ・中山克 己）

V −2 ：不同沈下 を考慮 した建築基礎の 設計と実測 （末松直幹 ・兵

　　　 藤　洋 ・佐田義行）

V −・3 ：埋立地盤 に 建設 された 直接基 礎建物 の 設計 と挙動 観測結果

　　　 （村井和雄 ・高幣喜文 ・寺 田邦雄 ・江渕征 昭 ・向井久夫 ・

　　　 夜 船博実）
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　各論文 の 要旨と討議 の 内容を以下 に簡単に紹介する 。

　V −1 ： 東京湾の 埋立地 に 建設 された ， フ ロ
ー

テ ィ ン グ基

礎 を持 つ 中低 層 建物 の 設 計事例 を 4 件紹介 し て い る 。 こ の

うち 3 件 は ア ン ボ ン ド PC 鋼線を逆懸垂 曲線状に 配置 し ，

こ れ に プ レ ス ト レ ス を導入 し た 基礎 ス ラ ブ （KP マ ッ ト）

を採用 し て い る。こ の 方法 に よ る と地 中梁 の 背が小 さ くて

済み ， 接地圧 も均等化 され る。設計 で は ， 地中応力が圧密

降伏応 力 を越 え な い の で 地盤 を 弾性 と して 扱 い ， 構造物 の

剛性を無視した 沈下量 の 値 か らばね 定数を設定 し， FEM

に よ っ て 基礎 ス ラブ の 解析を行 う方法 をとっ て い る。4 件

の うち 1 件 に つ い て は 沈下 の 観測 を 行 い ，地盤 の 変形係数

の 評価方法などに つ い て 考察を加 え て い る 。

　阪 ロ （近畿大学）： サ ン ドコ ン パ ク シ ョ ン で 改良され た 埋

立 地盤 の 弾性係数は，ど の よ うに 設定 し て い る の か 。

　木下 ： サ ン ドパ イ ル の 置換率 を考慮 して 複合地盤 として

の 値を与 え て い る 。

　加倉井（竹中工 務店）； KP マ ッ トで は 基礎 ス ラブか ら の

漏水をどの よ うに処理 して い る の か 。

　木下 ： プ レ ス ト レ ス の 効果 で ， ス ラ ブ に亀裂が入 らな い

の で 水漏れ が な い
。 したが っ て 排水施設 は設 けて ある が ，

稼動 し て い な い
。

　秋 野 （大林組）： B の 例 で は建 屋 荷重 の 平均値 が排土重量

よ り小 さい とい うこ とだ が ， 部分的に は排土重量を大幅に

上 回 る とこ ろ が あ り，圧 密沈下 を生 じ る こ と に な る と思 わ

れ る が ど うか 。

　木下 ：上部 の 厚 い 砂層に お い て荷重が分散 される の で ，

下部 の 粘性土層 で は圧密降伏荷重 を越 え る こ と は な い 。

　村井（竹 中工 務店）：基礎 ス ラブ に プ レ ス ト レ ス を入 れ る

とき地盤 の 摩擦抵抗 の 影響 を無 視で きな い が どの よ うに対

処して い る か 。

　木下 ： 長い 距離を一度に 引張 れば無理があ る 。 こ まめ に

入 れ て い くの が こ つ で あ る。

　V −2 ： 圧密未了 の 地盤 （残留沈下量約 3．5m ）上 の 建築

横造物 の 直接基礎 の 設計法 と し て ， 構造物の 剛性を無視 し

て 計算 した沈 下 量 の うち，相対沈下量 に着巨 し， そ の 値に

基づ い た 地盤 の ばね定数を用 い て ， 弾性支承上 の 骨組解析

を行 う方法を提案 して い る。こ の 揚合沈下量 は， 耐用年数

な どの 所要期間 を考え ， ま た，求 め られ た地盤反力を再荷

重 とし て 計算を繰り返 し収束 の 判定を行 う こ と と して い る。

実施例 に お い て ， こ の 方法 に よ る 基礎梁の 変形 と曲げモ ー

メ ン トの 予測値 と実測値の 比 較 を示 し，そ の 妥当性 を述 べ

て い る 。

　秋 野 ；基礎 ス ラ ブの 剛性 が非 常 に 大きい 場合，端部の 接

地圧が収斂せずに発散して大きくなる こ とが あ る が ， そ の

よ うな場合 ど うい う対処 を して い る か。

　兵藤 ：再計算 に お い て 剛性 を 無視 した 沈下 計算 を行 うと

相対変形角 が 緩和 され て くる の で ， 発散す る とい う経験 は

ま だ ない 。

土 と基 礎，36− 5 （364）
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　光 成 （戸 田建設） ： 沈 下 と応力 の 実測値は 竣工 時点 の もの

しか な い が ， こ の 時点に 対応 した予測 はや っ て い な い の か 。

兵re　： 予測は最終状態の もの しかや っ て い な い
。

　横山（宇都宮大学）：地 盤 の ばね 定数 を荷重 と相対沈下量

の 比 で 与え る の はお か し くな い か 。

　兵 藤 ： 我 々 が考え て い る の は 力 と変形関係の ばね で は な

い
。 骨組解析に お い て 相対変形を強制変形 と して 与 え る か

わ りに，相対変形を変位境界と して基礎梁 に連続的に 与え，

か つ 剛性が 評価 で き る よ うにす る とい う考 え に基づ い て い

る 。

　V −3 ： 六 甲ア イ ラ ン ドに お い て ，埋 立直後に フ ロ
ー

テ ィ

ン グ基礎 を用 い て建 て られ た体育館 （残留沈下量 3m 弱）

の 事例 が示 され て い る 。 沈下 を少 な くす る た め ， 埋 立砂層

は サ ン ドコ ン パ ク シ ョ ン 工 法 で 地盤改良され て い る 。 ま た

基礎梁 と基礎 ス ラ ブ に は剛性 に よ る不同沈下 の 低減 を期待

し，大き な 曲げ応力 の 発生 に対 して プ レ ス ト レ ス の 導入 で

対処 して い る。竣工 後 7 か 月時点 の 建物の 沈 下 は，ほ ぼ 均

等 （20〜23cm ）で 予 測値と よ く
一一ttし て い る 。 最終時点 の

接地 圧 は，最終沈下量 と盛土荷重 か ら地盤 の ばね定数を設

定 し，格子梁解析 に よ っ て 予 測 し て い る。こ の 値と途中経

過 の 実測値 と比較 し， 考察が加え られ て い る。

　秋 野 ：鉄筋計の 初期値 を設定す る とき，コ ン ク ジ
ートの

硬化熱の 影響を ど の よ うに考慮 して い る カ 

　村井 ： プ レ ス トレ ス の 導入 をコ ン ク リ
ート打設後 4週以

後 に 行 い，プ レ ス ト レ ス 導 入 の 直前を ゼ ロ 点と して い る の

で，硬化熱 に 対す る ゼ ロ 点の 補正 は 特 に 行 っ て い な い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：伴野松次郎）

セ ッ シ ョ ン W

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座長 ：三 浦哲彦

こ の セ ッ シ ョ ン で は次 の 3 編 の 論文 の 発表 が あ っ た 。

VH ：住宅 用布基 礎 と改良地盤の 挙動 （岩尾雄四 郎 ・加藤 嘉一・

　　 高森　洋 ・加藤昭弘）

VI−2 ：地下水位低下 を受けた地 盤 におけるべ た 基礎建物 の圧 密沈

　　 下量 予 測法 につ い て （古 藤 田喜久雄 ・柏木淳 男 ・山内一秀

　　　・熊谷俊男。本多　隆）

W −3 ： 砂杭で 改良 した粘性土地盤の せ ん 断挙動 ・杭 基礎 と地盤改

　　 良の 区別 （榎　明潔 ・八木則男 ・矢 唄部龍一）

　W −1は ， 広域地盤沈下を生 じ て い る沖積粘土平野 に お い

て ，住宅 の 不同沈 下 を効果的 に挿制 で き る基礎形式 を探 る

べ く，実規模大 の 現場実験 を行 っ た もの で ある 。 層厚約17

m の シ ル ト層干拓地 にお い て ，
4mx6m の 枠組 み に 木造

2 階建て 住宅 に相当す る 偏心荷重 を加 え た場合 の 3 つ の 基

礎形式 の 沈下挙動を，32か 月 に わ た っ て観測 した。そ の 結

果 ， 布状改良基礎 と井桁基礎 の 沈下量 は比較的小 さく，フ

ーチ ン グ拡幅基礎 の そ れ は大 きい こ と，基礎 の た わ み 量 に

つ い て も同様 な 傾向 で ある こ とが認 め られ た e しか し， こ

の よ うに フ
ー

チ ン グ拡幅基礎 の 結果が悪 くで た の は， そ の

Msy ．1988
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根入れ深 さが ぼ か の 2 基礎 に比 ぺ て約 40c 皿 浅 い こ とも開

係 し て い る と思 わ れ る。質疑応答の 要点 は次の よ うで あ る 。

　加倉井 （竹巾工務店）か ら，基礎 の 接地 圧 は地盤 の 許容

支持力 よ りも十分小さい の に，フ
ー

チ ン グ拡幅基礎の 隅角

A の 沈下 が 進行 し て い る の は な ぜ か との 問 い に 対 し て ，こ

の 部分で は 局部的な地盤破壊が生 じて い る た めで ある と の

答え が あ っ た e 佐賀平野 の
一

般住宅 の 基礎形式 につ い て の

橋本 （大都 工 業）の 質問に は ， 不同沈下 の 顕著 な住宅 の 8

割方 は コ ン ク リ
ート布基礎で あ っ た こ と，一

般 に は木杭を

使用 し被害 が 生 じ た ら修復す る とい う対処療法 が採 られ て

い る こ と，べ た 基礎 で は建物 自体の 剛性を高め る よ り地盤

改良し て 剛性を高 め る の が得策 で あ る ， 等 の 回答 が あっ た 。

　W −2は ， 地 下 水揚水 に よ っ て 水圧分布が静水圧 分布 で は

ない 地盤 に お い て ， 浮き基礎工 法 の 施工 過程で 根切 りを行

う と，た と え排土重量 と建物重量 を等 し くして も地盤透水

係数や水理境界条件 が 変わ る た め に沈下を生 じ る 可能性が

あ る と指摘 し，こ の よ うな場合 の 建物 の 圧密沈下量 の 解析

方法 と簡単 な 予 測法 を提案 した もの で あ る。約25m 厚 さの

粘土層 を対象 と し た 計算例 に よ る と ， 排土重量 と建物重量

を等 し くとっ て も，建物の 沈下量 は 10cm に及 ぶ と して い

る 。
こ れ は建物を施工 した こ と に よ っ て，基礎底面付近 の

間隙水圧が約 4tf！m2 低下 した た め で あ る。 こ の 聞隙水圧

低下量 に相当す る 分 だ け建物重量 を低減す る と，計算上 で

は沈下は生 じ な い こ と に な る。さ ら に ， 建物基礎直下 の地

盤 を改良 して透水性を低下せ し め れば， 間隙水圧 の 低下 は

抑制され 圧 密沈下 の 進行 は抑え る こ とがで き る と して い る 。

　本論文 に対 して 光成 （戸田建設）か ら ， 提案 され た 間隙

水圧分布計算法で 用 い られ る地盤 パ ラ メ
ー

タ
ー

の 考え方，

三 笠理 論 と の 比 較等 に っ い て コ メ ン トが あ り，また基礎地

盤 の 透水係数 を低下 させ た場合 の 実際約な圧密沈下抑制効

果 に つ い て 質問がな され た。こ れ に対 して ， こ の 計算は掘

削・地盤改良 ・建物施 工 を瞬時 に行 う理想的 な場合 を想定

した も の で あ っ て 実際工事で は 予 測通 りに は行 か な い で あ

ろ うが ， こ の 計算例 に よ っ て ， 地盤 の 透水係数につ い て 十

分考慮 して い な い と排 土 重量 ＝ 建物重量 の 施工 を して も予

期 し な い 大き な圧 密沈下 を生 じ る可能性の ある こ と を指摘

し 得た，と の 見解が 示 され た。

　 VI−3は ， 砂杭で 粘性土地盤を改良 した 揚合 の 複合地盤の

せ ん断挙動 に っ い て 考察 した もの で あ る 。 砂柱を含む 粘土

供試体につ い て 三 軸圧縮試験を 行 い ，砂 ・粘土境界面 の 直

応力 は側圧 よ り 1〜2 割大きい こ と ， 応力分担 比 パ は変形

の 進行 に伴 っ て低減 して い くこ と等を示 し，複合地盤 の せ

ん断破壊 の メ カ ニ ズ ム は砂杭 と粘土 地 盤 が共通 の す べ り面

で 破壊す る の で は な く ， そ れぞ れ の 応力 ・ひ ず み状愬に応

じ て 破壊す る と考え て よ く，複合地盤 を異方性の ψ 地盤

と考 え て 解析す べ きで ある と述 べ て い る。さ らに ， 砂杭複

合地盤 の 挙動 と， 柱状改良体お よび 杭基礎を打設 した場合

の 地盤 全体 の 挙 動 に つ い て 比較検討 し，こ れ らの 地盤 は 等

103

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

学会活動か ら

ひ ずみ の 仮定 が成 り立っ 場合 に は 統
一

的 に取 り扱 うこ と が

で きる と の 見解を示 し た。

　本報告 に 対 して 古藤 田 （早稲田大学） か ら，イ ク イ バ レ

ン ト C・φに 大き な 影響 を 及ぼす 砂杭置換率 as の 考え 方 ，

特に実際工事で砂杭の 支配面積が隣接部分で重な っ た揚合

の 考え方にっ い て 質聞が出され ， 砂杭の 占め る総面積で 地

盤面積 を割 っ た 値 を as と して も支障は な い と の 回答があ

っ た 。

　 3 編 の 論文 の 内容 と質疑応答 の あ らま し は以上 の よ うで

あ る。本 シ ン ポ ジ ウ ム に 提出され た論文 の 多くは ，浮き墓

礎形式 に関 わる 問題点を解決 し，積極的 に これ を採用 して

い こ うとい う立場で ま とめ られ て い る が，既存の 浮 き基礎

の 隣接地 で 基礎工事が な され た 揚合の 問題 に つ い て 検討 し

た論文 は見 あ た らな か っ た よ うで あ る 。 近接施工 が浮き基

礎に与え る影響は大きい と考え られ る の で 今後 こ の 問題 に

つ い て も積極的 に検討され る こ とが 望 まれ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ： 三 浦哲彦）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原 稿受理 　1988．4．5）
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近 着 の 市 販 雑 誌 か ら
一

O 土木施工 　1988．4 （山海堂）

　特集 　本四 架 橋の 技術 を知 る

　　　 中島川橋 梁 にお ける 多柱 式基礎 の 施工 　寺西 　逸郎外 3名
　　　 首都高速道 路に お け る 波返 し型 もたれ 擁壁 の 施工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一桝　久允 外 2名
O土木技術　1988．4 （土木技術社）

　東 京都 に お ける最近 の 下水道技術　　　　　　　　 内山　　洋

　大阪府に お け る最近 の 下 水道技術 　　　　　　　　 古沢 　　裕

O 基 礎 工 　1988．4 （総合土木研究所）

　特集　最近の 基礎工 事用機械

　　　 最近の 基礎工 事用機械の 動向

　 　 　 基礎掘 削用機械

　　　 海洋関連機械

　　　 地盤改良機械

　　　 中掘 り先端 高圧拡 大根 固め 工 法 に よ る

　　　　 杭 の 施工 法 と支持力 につ い て

O 橋梁 と基礎　1988．4 （建設 図書）

　北陸 自動 車道親不知 海岸

　　高架橋の 設計と施工 （上）

　青森 大橋 （仮 称） の 下部工 （連壁 剛体基礎 ）

本 田　宜史外 1名

野崎　卓次

平 山　嘉
一
外 1名

石 橋 　忠良外 1 名

難靉鑼 靆
O サ ン プリン グ研 究委員会 （63．3．16）
　 1 ）砂 お よび砂礫 の サ ン プ リン グに つ い て の ア ン ケート集計結果

　　 の 検討

　 2 ）砂 の 一斉サ ン プ リ ン グ実験の 室 内試験結果 に 関する検討

　 3 ）昭和63年度委員会活動計画 につ い て

O 地盤 の 液状化防止策 に 関す る 研究委員会 （63．3．18）
　 1 ）各工 法別 の 液状化対策工 法に つ い て

O規 格基準検討 委員会 （63．3．23）
　1 ）土 質工 学会基準 （案）上 申案 の 検討

　　   「土の 一軸圧 縮試験 方法 」

　　   厂土の 粒 度試 験方法 」

　 　   「CBR 試験 方法」

　　   「現場 CBR 試験方 法」

O 高有機 質土 の 力学的性質およ び試験方法に関する研究委員会
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　（63．　3．24）
　 1）高有機質土に 関す る文献抄録集に つ い て

　 2） シ ン ポ ジ ウム 開催に っ い て

　 3）成果報告書作成 に っ い て

O 地盤環 境ア セ ス メ ン ト調査 委員会 （63．3，28）
　 1）国際土 質基礎工 学会 へ の 提出 論文の 準備に つ い て

O 構造物の 基 礎 と地盤 との 動的相互作 用 に 関す る研究 委員会

　（63．　3．30）
　 1）文献抄録 シ ー

トの 紹介

　 2）今後の 委員会 の 進 め方 に っ い て

O 新 しい 調査 ・計測技術 の土 質工 学 へ の 対応に 関 する研究委員会

　（63．　3．3Q）
　 1 ）地盤工 学研究所 お よ び計測技術 計測 の 見 学

　 2 ）今後の 委員会の進 め方 につ い て

土 と基 礎，36− 5 （364）
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